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茨木市指定文化財 （有形文化財 工芸品） 
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総鉄製のカラクリで側板は銅製の「鉄カラクリ一丁天符櫓台時計」に分類される典型的な初

期型和時計です。 

作者は、機械部前方左側の鉄柱に切銘で「京都御幸町之住 平山武蔵掾」、櫓台前板裏面に

も墨書きされています。平山武蔵掾は、古書「京羽二重」に時計師として名前が出てくる有名

な人物で、その活動期は、貞享・元禄期であるため、この和時計も元禄初期以前の製作と考え

られます。 

 

寸法 

機械部 全長（鐘を含む）３７ｃｍ 横幅：１３．２ｃｍ 奥行：１３．２ｃｍ  

櫓台 高さ：５９．４ｃｍ 上辺１５．９ｃｍ 底辺３５ｃｍ 

引出二付置台 高さ：２１．５ｃｍ 底辺：３９ｃｍ 

 

◇所 在 地  個人宅 

◇指 定 番 号   工芸品第１２号 

◇指定年月日  平成１１年５月１日 


